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乎碑京左京九条三坊—l-1平の調査（平城宮跡第 166次）

現地説明会資料

1985年 6月29日（土）奈良国立文化財研究所 平城宮跡発掘調査部

田辺征矢

調査地 奈良市東九条OIJ

謂査期間 1985年 4月18日～

調査而栢約2300m'

(1) 調査の目的

この調査は「綬食」愈肌建設にともなう事前悶査である。敷地而積約6000In'のうち、

倉雁建設予定地部分を中心に調査区を設定。調査地は平城京の南端に近く、東堀河に

隣接リる坪内にあたる。調査例の少ない平城京九条での宅地の解明が）Ill待された。
(2) 遺構の概鹿

調査地の基木的爵序は、 1mを超す盛土下に、上から耕土、床土、灰褐土（遺物包

含罷）が堆積し、灰褐土を除去した地山而で遺構検出をした。地山而は旧水躇が縦横

に流れ、粘土と砂麗が芹Illかく入れ変る複雑な様相を呈している。

検出した遺1情は、掘立柱建物25/棗以上、塀 3条以上、構 5条以上、条間蹄坪内道

路、井戸環、土J肌10基ほかである。平安時代から中世にかけての耕作用の排水荊が

縦横に掘られており、これらを除くと大半の遺構は、出土遺物から判断して奈良時代

に屈す。

これらの遺栂群は、重複関係、建物方位、面隙などからおおよそ 3期に区分できる。

＊第I期 この時期の建物は、すべて方位が北で西に振れている。 i平を南北にほぼ 2

分する位阻にある東西塀12を境に宅地が区分され、北側に南北柚 1棟、東西腺 2棟、

南側には、南北棟憚、東西棟 2棟がある。建物舵罹から両宅地とも 4分の 1ll]か 8

分の 1町と考えられるが、各建物の規模は小さく、宅地の中心は未調査である東側で

あろう。

＊第1[l!JJ 方位は方眼方位にほぼ合致している。調査区中央部で、鍵の手に1111る荊が

2条 (13• 14)並行してつくられ、両涸問が狭い坪内道蹄になっている。この道蹄は、

坪のほぽ南北 2分椀上では東西道躇、東西 4分線上では北へのびる南北道躇、そして

奈 南北 8分線上で西に折れ曲って再び東西道路となっている。東西 4分線上にあたる南

良 北道踏の西側では、南北 8分諒上に細い東西涸があり、この部分の宅地は、西を掘河、

翌南と東を坪内道路、北を細溝で限られた敷地を占め、実質面積が32分の 1町になる。
化
文 この敷地内に東西棟頌、南北棟 1棟がある。南北道邪をはさんだ東側もおそらく同

>

規模の宅地であろう。

鍵の手道蹄(/)南側には 4棟の建物がある。西南の東西塀11の位誼が条坊南北 8分線

上にほぼあたり、東西に分割されている様子はないので、この宅地は16分の 1町であ

ろう。鍵の手道蹄It側にも 2棟の東西棟がある。宅地削は明隙でないが、 8分の 1町

か16分の 11n]であろう。

＊第lllIJJ 建物方位は北で東に振れている。鍵の手道蹄は跨襲されているとおもわれ

るが、建物は南北棟 2棟、東西棟 2棟、塀 1条が消存しているだけで宅地割は明瞭で

ない。 (3) 出土遺物

渭物は土器類が大半を占め、その他の遺物はきわめて少昂である。とくに瓦がほと

んどない点が注目される。土器は、構•井戸・土服などから一括大月に出土した。須

恵器、土師器、黒色土器のほか緑釉、二彩の小誨の完形品、製塩土器などがある。ほ

かに貨幣として神功間宝 2枚が出土している。

(4) まとめ

I期からll)IJ]の年代については直接的な資料がないため貝休的には明らかにできな

い。しかし、出土土器全休の年代観から、上限が奈良時代前半から中菓頃、下限は奈

良末としてとらえることができその中の変逍とみることができる。

今調査の主な成果は次の 3点に要約できる。

1) 宅地の小規模化の傾向のみられること。

2) 32分の 1町宅地を遺構の上で確認したこと。

3) 鍵の手にまがる坪内道路（小怪）で宅地を区切っている。
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